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それゆけみんなのおまつりだLl〝 子ともまつりで

（玉を亘）（差臨書）i　　　＊5月、6月の税金＊

国民健康保険税（第1期）
納期限　　6月1日　まで

町　県　民　税（第1期）
納　期　　6月16日－6月30日
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楽しかつたね
薄顎織醸賑
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方綱引

子どもの日恒例の子ども祭りが、今年も総合

運動公園グラウンドで、大ぜLlの子ともたちを

集めてありました。

各地区の子ともみこしのパレードで始まった

子とも祭りは、三方綱引き、大縄跳びをはじめ

竹馬づくり、金魚すくし1、紙しぼLl、魚つかみ、

手作りたこ、トランポリンなどの各コーナーに

たくさんの人垣をつくり、最後の風せん割りの

ゲームまで、会場は終日歓声につつまれました。

なお、注目の大縄跳び記録会では、息がぴっ

たり合った尾崎区が、大会タイ記録の40回を跳

んで、今年のトップになりました。以下大縄跳

の各地区の記録は次のとおりです。

中央35回、松ノ本32回、東和苑30回、広渡A30

回、老良27回、上別府20回、別府20回、今古賀19

回、新町A17回、遠賀川16回、新町B14回、旧

停12回、広瀬B12回、芙蓉5回、西町1回でした。

来年はもっとたくさん跳ぼうね．〈／

、（m／，＿（＿一　二ダニ　　∴

▲大縄跳び　　　　　　　　かみしはい▼
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水道が

明治20年、横浜市で近代式水

道が通水して、今年で百年にな

ります。

この間に水道は目覚ましく普

簡惑轟
〝．▲＿＿△＿一

器嵩標詣謹器謹書謙‘し／／）　　ヽ′月■［
も4634戸（普及率99％）に水道水が給水されています。　　　　中近東では油よりも高いといわれる水。水道週間は

水道は、みなさんの健康で文化的な日常生活を支え　　　こうした水や水道について、みなさんのよりよい理解

る最も重要な施設であるだけでなく、生活環境の改善　　　と関心を高めていただくために実施されます。これを

や防火、産業の発展などの効用を兼ね備えた、私たちが　　機会にもうー度水道の大切さを見直し、上手な使い方

生きていくうえでなくてはならない施設です。　　　　　　を考えてみてはいかがでしょうか。

昭和65年
ときめき／考　出会い　みな深カ

漕艇競技は遠賀町で開催

西
部
浄
水
場
（
申
開
市
原
井
野
）
を
開
放

し
ま
す
。

西
都
浄
水
場
で
は
、
原
水
を
回
転
円
板
法

で
生
物
酸
化
処
理
し
て
い
ま
す
。

生
物
酸
化
処
理
と
は
、
川
の
流
れ
の
中
で

自
然
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
酸
素
の
供
給

と
、
生
物
に
よ
る
電
場
の
分
解
と
い
う
浄

化
の
作
用
を
、
回
転
円
板
装
置
の
中
に
集
約

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
処
理
方
法
は
日
本
で

初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
の
水
質

管
理
の
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

生
き
た
社
会
教
育
の
場
と
し
て
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
団
体
で
見
学

さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
水
道
局
、
＄

（
2
4
4
）
1
1
1
1
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さい。
パ
ッ
キ
ン
の
無
料
取
替

水
漏
れ
の
不
良
パ
ッ
キ
ン
は
、
週
間
申
無

料
で
取
替
え
ま
す
。
役
場
内
中
間
水
道
、
舘

遠
賀
町
が
漕
艇
の
会
場
に
な
る
昭
和
6
5
年

と
ぴ
う
め
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
に
、
か
わ
い

い
愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

菅
原
道
真
公
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
親
し

み
や
す
く
斬
新
な
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

官
製
ハ
カ
キ
一
枚
に
つ
き
一
点
の
愛
称
と

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
勤
務

先
ま
た
は
学
校
名
、
惑
話
茜
雲
轟
い
て
、

国
体
準
備
委
員
会
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園

1
の
1
）
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。
締
切
は
6

月
5
0
日
で
す
。

浄
水
場
の
開
放

（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ
ど
う
ぞ
。

ポ
ス
タ
ー
の
展
示

小
学
校
四
、
五
、
六
年
生
が
一
生
懸
命
に

描
い
た
、
水
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
5
月
2
9
日
～
6
月
7
日

▽
場
所
　
遠
賀
町
由
央
公
民
館
ホ
ー
ル

花
の
種
と

パ
ッ
キ
ン
の
無
料
配
布

花
の
離
二
稲
と
、
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無

料
で
配
布
し
ま
す
。
役
場
内
中
間
水
道
の
窓

口
で
ど
う
ぞ
。

水
道
に
つ
い
て
の
お
闘
い
合
せ
は
、
中
間

市
水
道
局
、
㊨
（
2
4
4
）
1
1
1
⊥
へ
お

気
軽
に
ど
う
ぞ

マ
ス
コ
ッ
ト

愛
称
募
集



（世帯数、人口は3月末日現在数。空白は未定）雪敬称略＝

芙 蓉 �西 町 �東 町 �虫 生 津 �老 良 �減 木 �東 和 苑 �苦 �上 別 府 �木 �広　波 ��中 央 �新 �旧 停 �遠 �今 古 賀 � ���松 ノ 本 �尼 �鬼 津 �若 �島 津 � 

糞 ム ⊂コ ��守 �道 管 元 �広 波 面 ��町 ��賀 川 �� � � ��崎 ��松 ��地 区 名 

○ �七 �五 �八 �七 � �モ � �穴 �八 ���七 �宍 � �5 � �四 九 �元 ��四 九 �宍 �5 �九 � �世 帯 
四 �七 �七 �四 �六 �五 �九 � �九 � ��四 �人 � �六 �四 � �� ��五 � �九 �八 �五 �教 

元 �茜 �四 �六 �云 �○ �四 五 四 � �九 六 四 �± �五 �九 �至 四 � �三 五 �九 �元 四 � �四 〇 八 ��八 �○ �八 �≡ � �人 口 
七 �� ��五 ��四 �� ��五 ��孟 ��七 ��÷ ���生 ��○ ��七 

平 �石 �篠 �古 �原 �松 �水 �士 �右 �村 �未 ��久 �里 �枝 �西 �加 �和 ���樋 �門 �－ �舛 添 �矢 �区 
田 腸 満 �田 �田 詩 �野 �田 壁 面 �本 �谷 友 彦 �武 �松 松 五 郎 �田 �森 ��保 敏 �山 �澤 恵 士 �村 松 �藤 事 故 �田 ���日 清 �司 �雨 発 信 ��野 実 利 

金 久 ��賃 夫 ��義 己 ��其 ��忠 夫 �利 房 ���頼 市 ��太 郎 ��共 生 ����好 弘 ��昌 博 ��長 

副 � �池 �古 �区 �瓜 �池 � �区 �近 �水 �区 �士 � �区 �泉 �柴 �花 �区 ��柴 �林 菊 士 �区 �池 �区 �生 

野 ‾昌 幸 �長 兼 務 高 �生 秋 夫 ���長 �松 惣 郎 �上 貞 士 �長 ���長 兼 務 区 �原 �田 尖P I≡∃ 隆 柴 �田 次 男 �長 ��国 昭 徳 田 ��長 �田 �長 �塵 組 ∠ゝ 日 長 

兼 務 白 ���兼 務 ����藤 生 ���兼 務 ����兼 務 井 �紀 樹 �兼 務 矢 

大 ��筒 ��柳 ��吉 ��小 �古 ���石 ��石 ��広 �江 口 治 �同 相 ��高 ��池 ��公 
田 津 �田 �田 人 �井 �崎 達 郎 �井 �田 起 7C �闘 栄 �石 孝 雄 �用 �場 文 麿 ��村 �田 海 蕾 士 �長 �松 福 �田 �源 信 ���中 葉 �石】 崎 �口 充 �田 �野 寿 英 雄 �民 

秋 雄 ��孝 ��博 幸 ��次 郎 ��文 彦 ���達 雄 ��兼 務 ��延 之 ��郎 平 ���正 和 ��司 ��館 長 

前 田 和 規 �湛 水 �� �高 崎 勝 人 �� �� �赤 井 田 ��� ��＝士“ �� �� �� ��秦 �池 田 直 �� 中 村 君 則 �殿 lii ��谷 口 �上 野 洋 次 郎 �義 �安 本 隆 ��古 甥 男 ��中 井 亜 �固 守 �luヽ 和 �割 田 境 目 止 �加 藤 陽 �膜 元 敬 治 �江 上 �泉 原 進 �土 屋 �石 橋 光 次 郎 ���大 場 �体 育 部 長 

英 則 ��澄 男 ��昭 夫 ��英 雄 ��治 ���善 男 ��朝 益 ��郎 ��貞 夫 ��治 伸 ��正 志 ��雀 範 

山 �岩 �小 �毛 �原 �岩 本 �占 �岡 �添 田 善 �村 �矢 ��中 �徳 王 �志 �松 �柴 �前 ���襲 原 �小 �太 �粟 �矢 �子 
形 �崎 英 �林 �利 善 �田 ��野 萎 �田 士 ��田 �野 ��島 ��和 �尾 �田 �田 ����野 英 �田 �野 末 �野 �と 憂 

を ��裕 ��種 �光 弘 本 ��liふヽ 津 ��文 �孝 ��節 �蔵 人 谷 �朝 �降 霜 �和 �政 ���哲 ��千 加 ��紫 �育 披 

小 �俊 �恵 �隆 筒 �利 ��信 �子 殿 �彦 �明 ���子 ��益 ��年 �和 ���夫 森 �機 �子 帝 �夫 �敏 夫 �会 長 綱 �平 場 ��高 崎 ��菊 ��桝 �松 本 �松 本 ��遠 藤 ��重 ��武 谷 �森 ����士 ��小 ��育 
田 �島 ��井 ��田 �池 �畑 �田 �����口 �広 重 ������園 �田 ��野 光 �野 �少 年 

盗 � �明 �孝 �日 �利 �笹 �清 光 �武 生 �征 �′ 夫 ��唇 �文 夫 ��徳 �徹 �和 ���友 �猛 �博 ��繁 �補 導 
信 �子 ���新 �男 � ���幸 ���信 ��利 �博 ��博 ���子 ��光 �公 �敏 �貝 

古 �石 �樋 �古 �高 �岩 �水 �石　石 ��木 �原　大 ��久 �士 �木i �織 田 �柴 �案　内 ���松 �門 �竹 �田 ��民 
賀 �田 子＼ �口 �賀 �崎 �村 �谷 美 �松　松 ��村 �圃　場 ��保 �光 �村 ��田 秦 �田 ���尼 福 �司 �森 �原 ��生 児 

美 �ツ 子 �洋 �美 �．生し 77で �武 �津 �文　金 ��祭 �善　房 ��敏 �浪 �席 �静 ��　千 公代 ����聾 �保 �政 ��重 秀 
光 ���光 ��男 �恵 �江　得 ���入　江 ���子 �夫 �子 �子 �義　子 ���治 ���義 ��貝 

宇 �大 �樋 �縄 �石 �－ �li � �筋 �椎 �大 ��木 �里 �柴 �千 �月 �柳 �松 ��衝 �松 �太 �舛 添 忠 �矢 �老 
留 鳥 皇 �田 �日 生 扉 �手 �井 松 椎 �木 �本 道 ��田 �木 貸 �拐 ��村 �山 �田 玉 作 �住 �野 大 人 �野 �本 信 ��藤 �井 滞 �田 ��野 �人 グ ラ フ● 長 

秋 雄 ��勉 ��富 治 ���鯨 油 ��芳 郎 ���税 市 ��廣 ��金 蔵 ���晶 義 ��信 ��繋 賓 

岩 �古 �原 � � � � �住 �古 �� �山 本 フ �柴 �副 � � � ��福 �増 � � �大 �婦 
尾 �野 営 �田 由 �田 ����田 �見 ����田 ひ �田 �����馬 �田 ���拐 �入 会 

京 �美 子 �美 子 �房 子 ����房 枝 �初 代 ���ン エ �さ の �敏 香 �����ヒ デ カ �椋 ���幸 子 �支 部 長 
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●漸国民年金制度の資格取得、覆別変更の届け出（第3号複僚機看関係）

虞　別　の　変　更 �事　　　　　　由 �展　け∴出　の　機　額 

結締退職 炎掠ざの中止 � 

米持Iざの開始 � 

ご主人の飯職 （誓…篤紫年約 60載到連 � 

研晴
間箇⑬き）－io（

ざ
重
量
亀
吉
を
争
ま
ま
暮
雪
鼻
を
年
を
嚢

的
国
民
　
年
　
金
棚

減
せ
せ
せ
せ
も
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
メ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
手
続
を
お
早
目
に

六
月
は
児
童
手
当
の
月

は
月
額
二
千
五
百
円
三
天
日
以
降
の
子
ど

も
に
は
月
額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
手
続
き
は
も
う
お
す
み
で
す

か
。
新
年
金
制
度
で
は
、
二
十
嶺
か
ら
五
十

九
歳
ま
で
の
誰
も
が
国
民
年
盆
に
加
入
し

て
、
加
入
者
全
員
に
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

る
し
く
み
で
す
。
主
人
が
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
加
入
者
で
、
そ
の
主
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
の
第
三
号
被

保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
に
は
、
主
人

の
年
金
手
帳
、
健
露
護
を
年
金
係
窓
口

に
掲
示
し
て
、
主
人
よ
り
扶
養
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
確
認
を
受
け
る
手
続
き
が
必
要
で

す。
第
三
号
被
保
険
者
の
手
続
き
毒
し
ま
す

と
、
健
康
保
険
と
同
じ
よ
う
に
主
人
の
年
金

制
度
か
ら
ま
と
め
て
保
険
料
を
負
担
さ
れ
ま

す
の
で
、
自
分
で
保
険
料
を
納
め
な
く
て
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
で
あ
っ
て
も
、
自
営
業
な
ど
に
よ
り
収

入
の
あ
る
方
は
、
第
一
号
被
保
険
者
の
加
入

手
続
き
と
と
も
に
保
険
料
を
毎
月
納
め
る
こ

と
が
基
礎
年
金
を
受
け
る
条
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
未
屈
の
万
は
早
急
に
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

◎
こ
ん
な
と
き
も
必
ず
届
け
出
が
必
要

現

況

眉

児
童
寺
ヨ
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

六
月
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
、

「
児
寅
手
当
現
況
屈
」
を
役
場
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
を
出
さ

な
い
と
、
引
き
続
い
て
受
給
で
き
る
資
格
が

あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
後
の
児
童
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
所
得
制
限
額

表
は
現
在
未
定
で
す
の
で
、
受
給
者
と
前
年

所
得
オ
ー
バ
ー
で
支
給
停
止
に
な
っ
た
方

は
、
会
員
現
況
屈
を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

認
定
請
求

児
童
王
室
の
受
給
資
格
が
あ
っ
て
宋
請
求

の
人
は
、
諒
葉
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

受
給
資
格
者

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童
を
含
む
十
八
葉
滴
の
児
重
を
一
大

以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
昭
和

五
十
三
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童

を
含
む
十
八
葉
蘭
の
児
童
室
一
一
人
以
上
養

育
し
て
い
る
こ
と
。

な
お
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て
も
、

そ
の
手
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ

れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
が
一
定
の
額
以
上
の
方
は

児
童
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
助
福
祉
係
、
濡
（
2

児
垂
手
当
の
額
は
、
二
人
目
の
子
ど
も
に
　
9
3
）
1
2
3
4
へ
お
固
い
合
せ
く
だ
さ
い

こ
存
知
で
す
か

届
出
に
よ
る
日
本
国
籍
の
取
得

国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
一
月

一
日
か
ら
日
本
人
の
子
で
一
定
の
条
件
を
備

え
る
外
国
人
は
、
法
務
大
臣
へ
届
け
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
届
出
に
よ

り
日
本
の
国
籍
を
取
得
で
き
る
場
合
は
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
改
正
法
施

行
前
に
外
国
人
父
と
日
本
人
母
と
の
問
に
生

ま
れ
た
子
の
国
籍
取
得
の
届
出
に
必
要
な
条

件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

届
出
が
で
き
る
条
件
は
9

次
の
四
つ
の
条
件
を
備
え
て
い
る
人
が
、

届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
国
籍
を
取
得
し
よ
－
つ
と
す
る
人
が
、
脇
和

四
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
十

二
月
末
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
と

⑤
国
憲
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
が
、
日
本

国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と

⑤
国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
の
出
生
の

時
に
母
が
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と

①
国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
の
母
が
現

に
（
ま
た
は
母
の
死
亡
の
時
に
）
日
本
国

民
で
あ
る
こ
と

届
出
が
で
き
る
期
間
は
？

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

眉
出
先
は
？

国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
が

①
日
本
に
住
所
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
住

所
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
ま
た
は
地
方
法

務
局
が

⑪
外
国
に
住
所
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
国

に
あ
る
在
外
公
館
が
屈
揖
先
に
な
り
ま

す。届
出
人
は
9

国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
が

何
千
五
歳
以
上
の
と
き
は
、
本
人
が

④
十
五
践
未
満
の
と
き
は
、
親
権
者
・
後
見

人
な
ど
の
法
定
代
理
人
が
屈
出
先
に
出
頭

し
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ぐ

な
お
、
添
付
書
類
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

最
寄
り
の
法
諒
局
、
地
方
法
務
局
ま
た
は
在

外
公
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



i鯵約1垂らせ＝1－ブ一一°
▽　▽
主　会

確上場

▽　▽　　▽　　　　　▽　▽　▽　▽

寡言　諾　鷺轟詰込
第

六

回

遠

賀

町

さ
っ
き
展
示
会

▽
期
　
日
　
5
月
2
9
日
、
1
3
時
か
ら

交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
生
の
募
集

1
1
5
へ
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

福
岡
県
保
母
試
験

5
月
3
1
日
、
ェ
5
時
ま
で

遠
賀
町
英
公
民
館
ホ
ー
ル

遠
賀
町
さ
つ
き
愛
好
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
飛
び
入
り

歓
迎
。
声
に
自
慢
の
あ
な
た
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

ュ
4
時
か
ら
は
ビ
ク
タ
ー
の
新
人
歌
手
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
公
開
レ
ッ
ス
ン
会
も
開
催

（
一
般
の
方
は
見
学
の
み
）
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
6
月
1
4
日
　
n
時
～
1
7
時

▽
季
加
科
無
料
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
募
金
を

行
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
）

▽
聞
合
先
塩
川
永
寿

＄
（
6
0
2
）
2
0
1
8

交
通
郵
故
で
死
亡
し
た
り
、
韮
い
後
遺
障

害
が
あ
る
方
の
子
ど
も
の
う
ち
、
経
済
的
理

由
で
修
学
が
困
難
な
人
に
学
寅
を
貸
与
し
、

知
識
を
身
に
つ
け
て
社
会
で
活
躍
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

出
願
に
必
要
な
密
教
は
、
各
学
校
の
奨
学

金
の
係
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さい。

▽
試
験
日
　
8
月
5
日
～
8
月
1
日

▽
会
場
・
第
一
保
育
短
期
大
学

・
第
一
経
済
大
学

▽
願
書
受
付
　
6
月
9
日
～
1
9
日

要
綱
、
願
書
は
役
場
福
祉
係
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
優
良
木
造
住
宅

の
基
準
や
申
し
込
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
公

庫
取
扱
い
金
融
機
関
か
彊
産
毛
課
計
画

係
、
＄
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1
1
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

県
の
指
名
競
争
入
札

へ
の
参
加
資
格
申
請

調

理

師

試

験

技
術
で
差
を

つ
け
よ
う

▽
日
　
時
　
6
月
ュ
8
日
～
1
月
ュ
6
日
の

毎
週
木
曜
日
、
5
回
コ
ー
ス

m
時
～
ュ
2
時

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

お
悩
み
の
あ
な
た

婦
人
相
談
室
へ

一
般
成
人

五
百
円
（
保
険
料
）

上
は
き
用
運
動
靴
、
運
動
薄
、

ラ
ケ
ッ
ト
（
な
い
方
は
貸
し
ま

す）遠
賀
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
部

員遠
賀
町
教
育
曇
員
会

6
月
1
3
日
（
土
）
ま
で
に
、
教

育
委
員
会
体
育
係
ま
で
申
し
込

い
ろ
い
ろ
な
心
配
こ
と
や
、
身
の
ふ
り
方

に
つ
い
て
、
自
分
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
解

決
で
き
な
い
。
適
当
な
相
談
相
手
も
い
な

い
。
女
怪
で
あ
る
が
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
－
。
こ
ん
な
あ
な
た
に
婦
人
相
談
員
が

遠
賀
福
祉
寧
詰
所
（
八
幡
西
区
別
松
、
福
岡

県
人
璧
昂
庁
舎
三
哲
で
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

相
談
は
い
っ
さ
い
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
入
門
詰
座

・
昼
の
部
　
6
月
如
日
か
ら

。
夜
の
部
　
6
月
2
日
か
ら

。
定
員
各
5
0
人
、
受
諾
塑
（
千
八
百
円

※
ワ
ー
プ
ロ
入
門
講
座

o
昼
の
部
　
6
月
如
日
か
ら

。
夜
の
部
　
6
月
1
5
日
か
ら

・
定
員
各
如
人
、
受
講
料
六
千
八
百
円

※
語
気
工
串
士
受
験
対
策
（
実
技
）

・
昼
の
郵
　
1
月
5
日
か
ら

o
夜
の
部
　
6
月
9
日
か
ら

・
定
　
員
　
昼
0
0
人
、
夜
0
0
人

・
受
講
料
　
昼
一
万
六
千
五
百
四

校
　
三
万
円

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
、
北
九
州
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
、
職
業

訓
練
協
会
、
＄
（
6
5
1
）
3

▽
試
験
日
　
1
月
5
0
日
、
1
3
時
～
1
5
時

▽
試
験
勃
・
北
九
州
大
学
（
北
九
州
市
）

。
西
南
学
院
大
学
（
福
岡
市
）

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
日
～
6
月
5
日

▽
受
付
場
所
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
錐
所

▽
受
験
料
　
三
千
九
百
円

▽
詳
　
細
　
受
験
資
格
、
提
出
速
類
な
ど
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
遠
賀
保
健

所
、
舘
（
2
0
1
）
4
1
6
1

へ

優
良
木
造
住
宅
に

利
子
補
給

福
岡
県
で
は
、
耐
久
性
、
居
住
性
の
優
れ

た
優
良
な
木
造
住
宅
を
、
住
霊
敬
公
庫
を

利
用
し
て
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
る
場
合

に
、
公
庄
の
副
題
賢
に
加
え
て
県
が
公
庫

償
還
の
際
の
利
息
の
一
部
を
補
治
し
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
、
昭
和
六

十
四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
県
が
発
注

す
る
物
品
関
係
の
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資

格
を
得
る
た
め
の
「
指
名
競
争
入
札
参
加
賢

妹
審
査
申
請
醤
亡
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
1
月
1
日
～
1
月
3
1
日

（
日
曜
を
除
く
）

▽
受
付
時
間
　
9
時
－
Ⅱ
時
5
0
分

1
3
時
～
1
6
時

（
上
側
日
は
午
前
の
み
）

▽
受
付
助
所
　
県
庁
地
下
1
階
3
号
会
犠
蜜

▽
申
諮
用
紙
販
売
所
（
一
都
三
百
円
）

・
県
庁
地
下
売
店

。
天
神
政
府
刊
行
物
七
、
ノ
タ
－

。
福
岡
合
同
庁
舎
－
勺
政
群
刊
行
物

セ
ン
タ
ー

。
北
九
州
市
役
所
困
政
府
刊
行
物

セ
ン
タ
ー

▽
間
合
先
　
資
格
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
福

岡
県
総
務
部
管
財
課
調
連
係
、

指
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1

1
ま
で
ど
う
ー
で
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冷ややかな現実主義
「どんな高校に入りたい9」「いまの自分の成

績で入れるところならどこだっていいよ」「将来

は？」「そんなこと考えたことないし、分かるわけ

ないだろう」

なんとも、せつな的とも思える現実的な受け答え

です。中学生－思春期の子供たちというのは、も

つと自分の将来に夢と希望を抱いていいはずだが

と思われる方も多いことでしょう。そこで、「おま

えたちの未来は明るいよ」などと水を向けると、

「何が明るいの？」「理想と現実とは通うよ」など

と一笑に付されてしまうことが多いのです。

綴自分の将来を真剣に考えない
一つには、中学生同士の間で、真面目に自己の夢

や理態を口にしたりすると相手にされなくなる、と

いうことがあります。「自分の将来を患欲的に切り

開いていきたい」などと言おうものなら、、シラ

ケ、と周りからはやされ、　eおまえマジだからね、

へへへェ　、と笑われる。その揚げ句、付き合い切

れないヤツというレッテルをはられ、はぐれ鳥みた

いになって仲間から浮き上がってしまうのです。

瀦中学生にはびこるeカッタルイ痘候群。
もう一つ、まさに現代的中学生気質‘の特徴とし

て、いま楽しければそれでいい、将来もできれば飽

きたこくない、仕奉をするのなら楽な仕屯がいいとい

う気持ちを強くもっていることが挙げられます。彼

らにとって楽な仕三軍とは朝があそいこと、体が汚れ

ないこと、給料が高いことなどで、極端なはなし、

これらが満た：されるのならどんな佳子肝でもよいとさ

え思っているフシがあります。

もはや、努力すれば報われる、がんばればそれな

りのことはある、などといっても本気で受けとめて

くれません。「こんなことやってみたら　」とチャ

レンジ構神をあおってみても、面倒くさい、おせん

立てしてくれればやっていいけれどと、すべてが受

け身の姿勢です。このような中学生の生態を“カ　ノ

タルイ症候葦群、とでも名付けたくなるくらいです。

瀦親たちがつくる冷淡な現実主義者
どうもやりきれない話が続きましたが、これが中

学生の、現実、の一つなのです。

さて、こうした中学生の慈議にいちばん大きな影

響を与えているのは両親です。親の価値観、生き

方、日常生活のちょっとしたことなどから揺箸掌を受

けるのです。ある中学生が言ってます。自分の友達

について康崩現が次のように間いたと　　（といって

特別なことではなく、わたしたち平凡な親がこく渚

通に口にしていることなのですが）。「あの子のお

父さんはどこの大学出たの9　どんな会社に勤めて

いるの9　どこに住‥んでいるの？　持ち家なの？

お兄ちゃんはどこの高校に待ったのかしら9」

これでは、友達を選ぶ尺度とはこういうことなの

かと、子1英がすんなり受け入れてしまうのは目に見

えています。しかも、このお母さんは、子供のため

を思ってまじめに、良い友達の条件、壱一つ一つ確

かめているのです。

子供たちが、なるようにしかならないという冷淡

な現実主義に陥ってしまうのは、親のこうした価I直

観から少なからず爛融を受けているのです。

岩佐高夫

家暖ケースワーク研究所所長

東京都世田谷区教育委員会掘舌指導相談員

絹
圏
閣
圏
闇
園
レ

河
中
蹄
曽
　
週

か
ろ
や
か
に
と
ぶ
胡
蝶
か
も
日
を
受
く
る
辛

夷
の
花
の
白
極
ま
れ
り
　
　
大
場
∴
房
江

冬
耶
れ
に
大
根
千
し
い
る
家
多
き
こ
の
村
里

の
昼
の
閑
け
さ
　
　
　
　
鵜
崎
∴
峡
江

吾
が
膝
に
這
い
寄
る
幼
児
抱
き
上
げ
て
其
の

妬
た
ぎ
に
瞬
時
と
ま
と
う
　
木
原
イ
ノ
エ

わ
が
乗
り
し
ジ
ー
ン
ポ
嬰
「
し
離
陸
す
る
機

体
ゆ
る
が
せ
軽
が
る
上
る
　
柴
田
∴
詣

病
室
の
灯
り
に
義
母
は
日
を
開
け
ず
庶
滴
を

受
く
る
脱
出
さ
と
五
え
り
∴
高
崎
　
佳
子



恵山新町長初登庁

∴∴ 瞥 �∴完∴∴∴言∴∴ ����こr � 

∴ 陸 �し高田田園寡も ��� ∴∴ ／ �‾＼今 ����q ���ヽ ∴∴ ∴†、 

単煙草易し＿， ���L二三＼劇 �∴∴一一　∴ ���� 
） 

∴∴∴ ’＼＼装＿－＿） 

丘＼竃醇裟選晴利 

広陵小学校の遠足は浅木小学校横のアスレチック

に行きました。

ポカポカ天気の西川の土手を、みんなで行儀よく

ならんでアスレチックに澄いてからは、先生や伸よ

しどうしか集まって、おかあさんがいっしょうけん

めい作ってくれた弁当を食べまし六二。静かになった

のはこの時だけで、その後は帰る直前まで歓声了が続

いていました。

アスレチックIこ
遠足たい！！

選 子 �∴：∴∴∴： � � �i： 山 

讃 ＿） ∴“： ・－／y　／ 

，叩〃∴ 歴手玉 ��誓売1鵬 �“““〇一；苓 牢獄 「∴ト： ��� 

ヽ �� 

∴「 ∴ ��「篭 � ��∴∴ 

南部保育園で、折尾著から交通巡視貝のおねえさ

んたちを招いて∴　交通安全教‡重がありました。

日ごろ大人にはおっかない存在の巡視員さんやお

まわりさんも、この日はニコ二つ顔で、手品や楽し

いお話しをしなから、子ともたちに交通安i全のこと

をやさしく教えてくれました。

じどうしやに
気をつけてね



毛誰 
新着図書（新しく臥した5仰胴の中から） 
一　　般 

児童図書 

あそびのひろば　全20巷　　　　　ポプラ社 

おいしそうに弁当をほおばっているのは、遠賀川

保育“園の園児たち。

ぎょうは楽しい遠足の日。ポカポカ天気にめぐま

れて、今古賀の神社に行きました。きっそくみんな

で輪になって、おかあさんがいっしょうけんめい作

ってくれた弁当を、みんなで仲よく食べました。

おいしい〝おか雫続

⑧

町内の各生産組合では、泰の忙しい農作業の間を

ぬって水稲講習会がありました。

大越作をめざ“して公民館などに集まった媛家の人

は、農協や役場の技術員が説明する今年の天候のも

ようや育苗、脚巴、潤う垂の方法などを、一言も聞き

のがすまいと、真剣に耳をかたむけながらメモを取

って“いました。

今年も劃乍たといいですね。

各地で水稲講習会
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劣靖謹講補語
1　3　1　1　2　1

新関…
西⑯塵

東
洋
医
学
に
つ
い
て
㈹

折
尾
　
田
中
壷
購
入
増
医
成
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

漢
方
で
は
生
体
の
基
本
が
気
、

血
、
水
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
気
に

つ
い
て
は
今
ま
で
の
説
明
で
分
り

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
血
に
つ
い

て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

は
い
、
漢
方
の
血
と
は
今
日
の
血
液
と
同

じ
も
の
で
す
。
血
と
気
が
調
和
す
る
こ
と
に

よ
り
人
間
の
生
命
現
象
が
永
続
し
、
か
つ

健
康
で
す
。
気
は
前
述
の
と
お
り
眼
に
見
え

な
い
も
の
、
血
液
は
眼
に
見
え
る
も
の
で
あ

り
、
別
個
の
よ
う
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
が
、
互

い
に
協
調
し
あ
っ
て
働
く
も
の
で
す
。
血
は

気
が
伴
わ
な
い
と
流
動
し
な
い
し
、
気
が

血
の
中
に
入
っ
て
活
動
牲
と
な
る
と
解
釈
さ

れ
ま
す
。
こ
う
考
え
る
と
気
を
空
気
の
気
、

即
ち
西
洋
医
学
で
い
う
酸
素
と
思
え
は
よ
く

理
解
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
活
動
性
を
も
っ

た
血
を
「
血
気
」
と
い
い
、
「
血
気
に
は
や

る
」
と
い
う
言
菜
は
こ
れ
か
ら
出
た
も
の
で

す。
漢
方
で
は
、
病
気
の
原
因
が
血
で
あ
っ
た

勘
合
を
「
血
撃
と
い
い
、
外
の
病
因
と
組

合
さ
っ
た
と
き
は
、
血
賢
、
血
庭
、
血
勲
、

血
寒
、
血
煩
、
血
煙
、
族
血
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
最
も
特
有
の
病
理
観
を
持

っ
て
い
る
の
か
「
瞭
血
」
で
す
。
癒
血
と

は
昔
か
ら
晴
間
で
い
う
「
古
血
」
の
こ
と

です。
「
捺
血
」
と
い
う
言
葉
は
初
め

て
耳
に
し
ま
す
が
、
現
代
医
学
的

に
噛
み
く
だ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さい。癒
血
は
漢
方
独
得
の
規
念
で
、
一
定
の

特
徴
を
持
っ
た
症
候
群
を
窓
味
し
て
い
ま

す
。
強
い
て
現
代
医
学
に
表
現
し
ま
す
と
、

汚
染
さ
れ
た
生
気
の
な
い
非
生
理
的
血
液
で

あ
り
、
血
液
の
働
き
を
失
い
、
身
体
に
有
害

な
作
用
を
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
嬢
の
字
を
漢
和
辞
典
に
求
め
ま
す
と
、

膝
∴
血
の
や
ま
い
、
病
む
、
や
ま
い
、
う

らむ。

淡
‥
と
ろ
、
お
り
、
か
す
、
あ
く
、
血
が

蔚
滞
す
る
病
気
の
総
称
。

族
は
練
に
通
じ
る
か
ら
「
よ
こ
れ
だ
、
と

ろ
の
様
」
と
い
う
話
味
に
「
停
滞
す
る
」
と

い
う
薄
味
が
加
味
さ
れ
る
か
ら
、
療
血
は

「
よ
こ
れ
だ
停
滞
し
た
陳
久
性
の
血
液
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
近
代
医
学
流
に
言
え
ば
、

「
血
液
の
循
環
障
害
に
よ
っ
て
停
滞
し
、
血
液

の
性
状
に
変
化
を
来
し
、
特
定
の
病
的
状
態

を
起
し
た
り
、
ほ
か
の
病
気
を
お
こ
す
基
盤
」

と
な
る
の
で
す
。
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
紫

斑
病
の
紫
斑
、
打
撲
の
後
の
皮
下
詮
血
（
ち

あ
ざ
）
、
鴻
血
に
よ
っ
て
出
て
く
る
、
い
わ

ゆ
る
悪
血
、
毒
血
な
ど
か
ら
、
そ
の
一
斑
を

想
像
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
か
禍
き
ん
の
低
腰
メ
一
言
I

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
　
㈲

イ
ワ
シ
の
香
味
焼

材
　
料
（
4
人
分
）

イ
ワ
シ

に
ん
に
く

し
ょ
う
ゆ

パ
セ
リ
（
み
じ
ん
切
り
）

サ
ラ
ダ
油

滴パ
タ
ー
（
マ
ー
ガ
リ
ン
可
）

レ
モ
ン
汁

レ
モ
ン

さ
や
え
ん
ど
う

塩

作
り
方

①
イ
ワ
シ
は
頭
と
腹
わ
た
を
除
い
て
洗

い
、
塩
少
々
を
ぶ
る

⑤
パ
ッ
ト
に
に
ん
に
く
の
み
じ
ん
切
り
、

し
ょ
う
ゆ
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
、

サ
ラ
ダ
油
、
酒
を
入
れ
、
イ
ワ
シ
を
1
0

－
1
5
分
つ
け
る

③
ハ
タ
ー
（
大
さ
じ
2
）
で
、
汁
気
を
と

っ
た
ィ
ワ
シ
を
色
よ
く
焼
き
、
仕
上
げ

に
レ
モ
ン
汁
を
か
け
る

④
器
に
盛
っ
て
レ
モ
ン
の
半
月
切
り
を
一

枚
つ
つ
の
せ
る

⑤
つ
け
合
せ
の
さ
や
え
ん
ど
う
は
、
塩
ゆ

で
し
て
パ
タ
ー
大
さ
じ
1
で
い
た
め
て

添
え
る

梯
繊

お
か
あ
さ
ん
の
手
作
り
お
や
つ

揚

げ

チ

ー

ズ

　

ポ

ー

ル

楕
　
料

薄
力
粉

さ
と
う

マ
ー
ガ
リ
ン

ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

牛
乳

た
ま
ご

パ
三
フ
エ
ッ
セ
ン
ス

グ
ラ
一
三
－
膳

チ
ー
ズ

シ
ナ
モ
ン

細
グ

50g00g
少
々

％
カ
ッ
プ

ュ
コ

適
当
に

適
当
に

適
当
に

適
当
に

作
り
方

①
チ
ー
ズ
は
サ
イ
コ
ロ
に
切
る

②
た
ま
ご
に
牛
乳
、
さ
と
う
、
バ
ニ
ラ
エ

ッ
セ
ン
ス
、
マ
ー
ガ
リ
ン
を
加
え
、
簿

力
粉
と
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を
ざ
っ

く
り
合
せ
る

⑤
②
で
チ
ー
ズ
を
丸
く
包
ん
で
油
で
扱
け

る
④
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
シ
ナ
モ
ン
を
ま
ぶ
す

⑤
牛
乳
¢
果
物
と
組
合
せ
て
め
し
あ
が
れ
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6月のゴミ収集予定衰

匹春 �鷲雰籠窯繍：縫鵠 きれなど 

月田日 　と �島津、若松、鬼種、尾崎、千代丸 
広漠、道営、松ノ本、上別府、虫 

木　掴　日 �生活、若葉台、芙蓉、東町、画調 
老良 

火曜日 と 金曜日 �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 停、中央、木守、浅木、東和苑、 広渡の一部、上別府の一部 

6月のし尿収集予定衰
収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（月） �西町、浅木の一都 �尾崎、若松、虫豊津、 上別府 

2（火） �東町 �鍍 

3（水） �虫生津（新屋敷を含む）、 東町 �別府、木守、上別府の一部 

4（木） �月2回収集家産 �月2回収集家庭 

5（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（土⊃ �虫生活、木守 � 

11（木） � �別府、上別府（商家） 

13（土） � � 

15（月） �遠賀川 � 

16（火） �遠賀川 � 

17（水） �遠賀川、新町 �鬼津 

18（木） �新町 �別府、鬼津、千代丸、小鳥 

19（金） �新町 �島津、老良、上別府 

0（D �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

2（月） �広渡（中牢固） � 

23（火） �新町、別府、鬼津、若松、 別府（高瀬） � 

4（水） � � 

5（木） �別府 �鬼津、松ノ本、若松、道営 

6（金） �尾崎、今古賀、島津 � 

（士⊃ �上別府、木守、鬼溝、若松 �老良 

9（月） �浅木 �浅木、鬼津、尾崎（蟹喰） 

30（火） �堂塔寺、道管、若葉台 �今宵賀、島津 

6
月
1
日
（
月
）

工
3
時
5
0
分
～
鳩
時
0
0
分

役
場
保
健
室

妊
産
婦

産
前
産
後
の
過
し
方
、

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、
印
鑑

無
料

▽
料
　
金

※
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

▽
料
　
金

セ
ッ
ト
配
布

無
料

6
月
9
日
（
火
）

9
時
0
0
分
－
如
時
5
0
分

古
臭
公
民
館
　
和
室

生
後
7
カ
月
～
ュ
2
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

無
料

※
期
　
日
　
6
月
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
的
時
5
0
分

▽
場
所
　
英
公
民
館
　
和
室

▽
対
象
者
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査

▽
接
種
日
　
6
月
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
掲
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
　
独
力
月
～
4
8
カ
月
児

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
厨
子
手
帳

こ
こ
に
あ
り
ま
す

事
へ
o
（
筆
書
し
）

の
e
病

毒
へ
ぴ
（
ま
む
し
）
の
血

清
が
必
要
な
時
は
、
次
の
病

院
で
血
清
を
保
管
し
て
い
ま

す。

県
立
遠
賀
病
院

芦
屋
中
央
病
院

中
間
市
立
病
院

▽
実
施
期
間
　
6
月
5
0
日
（
火
）
ま
で
に
、

町
内
の
病
院
と
匪
院
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
受
け
る
年
齢
と
受
け
方
　
三
歳
か
ら
十
五

酸
ま
で
に
基
礎
免
疫
（
は
じ
め

の
年
、
一
⊥
一
週
間
お
い
て
二

回
、
翌
年
一
回
の
追
加
接
種
）

の
で
き
て
い
る
人
は
お
お
む
ね

三
年
に
一
回

▽
料
金
一
回
七
百
六
十
円



周 上 鵬の逮趨調整彊締着韓
日 �暇 �行　　事　　内　　容 �時　　　間 �実施会場 �担当係名 �対象や終了時問など �詳　細 

1 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 � �11ページ 14；00－ �役　場 大会議室 �企画調整係 �各地区区長 � 

弓　道　教　室（㊥ � �弓　道　場 �体　育　係 � � 

2 �火 �乳　　児　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生採 � �11ページ 

2 �火 �三種混合予防接種 � �中央公民館 �保健衛生係 � �11ページ 

3 �水 �弓　道　教　室　⑪ � �弓　道∴揚 �体　育　係 � � 

4 �木 �定例体育指導委貝会 �19：30－ �役場会議室 �体　育　係 �体育指導委員 � 

5 �金 �弓　道　教　室　⑫ � �弓　道　場 �体　育　係 � � 

総合運動公 園テニス場 �体　育　係 �ママさんと中学生以上の独 身の女性 � 

9 �火 �乳　　児　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 � �11ページ 

10 �水 �民生児童委員　会 � �役　場 大会議室 �福　祉　係 �民生児童委員 � 

11 �木 �高齢者学級（詩大学） � �中央公民館 �社会教育係 �60歳以上の男女 � 

12 �金 �野　草　教　室　③ � �中央公民館 �社会教育係 �成人の男女 � 

総合運動公 園テニス場 �体　育　係 �身の女性 � 

13 �土 �子ども会役員学習会　⑨ � �中央公民館 �社会教育係 �地区子ども会役員 お話しと実習 � 

14 �目 �第5回町民体育大会 �9：00－ �勤労者体育 センター �体　育　係 �・開会式9時 ・競技開始9時30分 � 

第5回遠賀町民体育大会の日程
本年度の町民体育大会の競技日程が決まりました　　　参加の申し込みや問い合せは、勤労者体育センタ

のでお知らせします。　　　　　　　　　　　　　－内達賀町体育協会、℡（鈍3）5034で受付ています。

月 �日 �競∴∴技　　名 �会∴∴∴∴鴫 �月 �日 �敵∴∴技　　名 �会∴∴∴∴楊 

5 �31 � � �9 �6 � � 

6 �14 � � ��13 � � 
28 �軟　　式∴∴野∴∴球 � �10 �10 �町　民　体　育　祭 � 

卓　　　　球（個人） � ��25 �少　　年　　相　　撲 �木守区相撲掲 

7 �5 �軟　　式　　野∴∴球 � ���硬　　式　　庭　　球 � 

軟　　式　　庭　　球 � �11 �22 � � 

12 �水　　　　　　　　泳 � ��29 �駅　　伝　　競∴∴定 � 

26 � � �1 �24 � � 

3 �6 �走　ろ　う　大　会 � 
8 �30 � � ��27 �卓　　　　球（団体） � 
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